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研究成果の概要（和文）：概念メタファー理念に基づく立体空間を構築した３Ｄ英語マルチメディア教材の開発
とその有効性を検証した。また、英語の強調及び緩和表現の使用方法を日本人英語学習者に指導し、英語のライ
ティングにおける強調及び緩和表現使用の改善を見出すことができた。また、２Ｄ教材を使用した教員主導指導
方法との比較をし、学習者の認知的処理の異なりを発見し、その異なりが学習成果と密接に関わることも併せて
発見した。更に開発したインターネットソフトの学習者主導使用と教員主導使用とを比較したが、異なりを見出
すことが出来ず、インターネットソフトが持つ本来の機能と特徴が指導方法の異なりを影響力でまさることも発
見した。

研究成果の概要（英文）：The present study investigated the effects of cognitive and non-cognitive 
approaches and the effects of self- and teacher-directed approaches on the development of Japanese 
learners’ knowledge about the different degrees of sureness. The results indicated that the 
metaphor awareness-raising approach groups outperformed the non-cognitive approach and control 
groups in writing, comparison, and categorization tests, and that the self-directed approach and the
 teacher-directed approach groups performed similarly. The results suggest that the metaphor 
awareness-raising approach using 3D image content can promote L2 language learning because of its 
input enhancement and concept projection through which the participants comprehended the degree of 
certainty in terms of the spatial concept of distance. Moreover, the self- and teacher-directed 
approaches did not make much of a difference because of the information both groups received and the
 strategies both groups took.

研究分野： Applied Cognitive Linguistics

キーワード： conceptual metaphor　primary metaphor　proximal-distal metaphor　cognitive semantics　metonym
y　categorization　comparison
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 日本が産出する影響力の大きい理工系論

文数は近年減少傾向にあり、優れた理工系の

英語の論文数を増やし、日本の理工学研究の

成果を積極的に世界へアピールするのが急

務となっている。 

(2)英語の学術論文では著者が「情報」や「主

張」を強調及び緩和することで表現的緩急を

つけて、読者との距離を微妙に調節しながら、

著者の主張を読者に納得させる必要がある。

日本の英語教育では「説得力のある英語」よ

り「文法的に正しい英語」を書くことを重視

し、英語学習者の多くが強調及び緩和表現を

英語母語話者並みにうまく駆使できなく、効

果的な指導が必要である。 

 
２．研究の目的 
(1) 概念メタファー理念に基づく立体空間を

構築した３Ｄ英語マルチメディア教材の開

発とその有効性を検証する。また、２Ｄ教材

を使用した教員主導指導方法との比較をし、

学習者の認知的処理の異なりを調査する。 

(2) 開発するインターネットソフトの学習者

主導使用と教員主導使用とを比較し、各々の

使用により生じる認知的処理の異なりを調

査する。 

 

３．研究の方法 
(1) コーパス分析を通じて日米人理工系研

究者が産出する強調及び緩和表現使用傾向

を比較分析し、強調及び緩和表現を分類する。 

また、日本人理工学専攻の大学生の強調及び

緩和表現の使用傾向を把握する。 

(2) (1)のデータを基に３Ｄ空間英語版マル

チメディア教材及び２Ｄ教材の開発。 

(3) 実験で使用する量的試験(writing test, 

comparison test, categorization test)並

びに質的試験(プロトコール分析用並びにイ

ンタビュー用の質問)の開発をする。また、

開発した教材と試験の有効性をみるための

パイロット実験実施と英語母語話者からの

ベースラインデータの収集。 

(4) 本実験の実施と結果分析を実施 

理工学専攻の大学生１３９名を対象に本実

験を６カ月にわたり実施した。実験グループ

は,SC= 学習者主導認知グループ; TC =教員

主導認知グループ; SN =学習者主導非認知グ

ループ;; TC = 教員主導非認知グループの４

グループで、コントロールグループを５つ目

のグループとした。実験前には TOEIC を実施

し、英語の中級レベル者のみを実験参加者と

した。指導１週間前に Pre-test を実施し、

６週間の目標表現である強調と緩和表現の

指導を経て、指導１週間後に Post-test1, 指

導４週間後に Post-test2, 指導４カ月後に

Post-test3 を実施した。また、６週間の目標

表現を指導中に筆記によるプロトコール分

析を実施し、Post-test2 と Post-test3 終了

時には各グループより３名ずつを抽出しイ

ンタビューを行った。統計分析には SPSS 

24.O, コーパス分析には AntConc、テキスト

マイニング分析には Text Analytics for 

Surveys, K.H. Corderを使用。 

 

４．研究成果 

(1) 概念メタファー理念に基づく立体空間

を構築した３Ｄ英語マルチメディア教材の

有効性を分散分析及びコーパス分析を通じ

て検証した。英語の強調及び緩和表現の使用

方法を日本人英語学習者に指導し、英語のラ

イティングにおける強調及び緩和表現使用

の改善を見出すことができ、基本的な認知能

力 (comparison,  categorization) を測る

comparison test 及び categorization test

においても改善が見られた。 

 

 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Interaction Plot for the Writing Test 

Note: SC = 学習者主導認知グループ; TC =教員主導

認知グループ; SN =学習者主導非認知グループ; TC = 

教員主導非認知グループ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Interaction Plot for the Comparison Test 

Note: SC = 学習者主導認知グループ; TC =教員主導

認知グループ; SN =学習者主導非認知グループ; TC = 

教員主導非認知グループ 

 
 
 
 
 

 
 

Interaction Plot for the Categorization Test 

Note: SC = 学習者主導認知グループ; TC =教員主導

認知グループ; SN =学習者主導非認知グループ; TC = 

教員主導非認知グループ 

(2) また、２Ｄ教材を使用した教員主導指導
方法との比較をし、プロトコール分析を目的
で得られたデータをテキストマイニング分
析し、抽出したコンセプトに基づきクラスタ
ー分析とコレスポンデンス分析を実施する
ことでグループ間における学習者の認知的
処理の異なりがあることがわかり、その異な
りが学習成果と密接に関わることもわかっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Dendrogram from Cluster Analysis 
Note: WU = よく理解できた; RL = 棒暗記;  
CL = 確信度レベル 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
A Biplot from the Correspondence Analysis 
Note: 1 = 学習者主導認知グループ;  
2 =教員主導認知グループ; 3 =学習者主導非認 
知グループ; 4 = 教員主導非認知グループ; 
CL = 確信度レベル; RL = 棒暗記;  
WU = よく理解できた 
 
(3) 更に開発したインターネットソフトの
学習者主導使用と教員主導使用とを比較し
たが、異なりを見出すことが出来ず、インタ
ーネットソフトが持つ本来の機能と特徴が
指導方法の異なりを影響力でまさることも
確認した。 
 
概念メタファーに基づく３Ｄマルチメデイ
ア教材の有効性を強調及び緩和表現指導に
おいて確認できたが、今後は幅をさらに広げ
確信度だけではなく、日本人英語学習者が習
得を苦手とする他の抽象概念や語用論能力
習得にも概念メタファー用いた指導方法が
有効かどうかを考察することが望ましい。ま
た、学習者主導の有効性については、更に掘
り下げた研究が必要である。 
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